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社会福祉士養成課程に在籍する大学生を対象としたソーシャルワーク・アプローチ教

育における学習用事例漫画の開発と活用効果の検討 
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１．研 究 目 的 

 本研究の目的は、筆者が行った講義実践をもとに、ソーシャルワーク・アプローチの教

育用事例漫画に必要な工夫を整理し、その有用性を検証することである。特に、川村 2020

のアプローチ学習の方法を応用し、提示する事例が漫画媒体でも有効かどうかを探る。 

２．研究の視点および方法 

ソーシャルワーク・アプローチ教育は知識伝達が主流である。しかし先行研究等では、

事例を用いて実践的な理解を促進しようとする取り組みもなされている（川村 2020、松山

2013 など）。川村 2020 は、活用事例を例示しアプローチ学習の導入としている。また、松

山 2013 は、事例を用いた学習がアプローチの実践的理解を促進できると指摘している。 

また、教育題材は異なるが、土屋ら 2022 は事例漫画をソーシャルワーカーの研修に活

用し、具体的なイメージ作りと疑似的な経験学習を促す効果を報告している。他領域での

研究では、漫画教材は学習意欲の向上や理解・記憶の定着に効果があるとされる（凌 2020）。 

先行研究の動向を踏まえ、「ソーシャルワーク・アプローチ教育において事例漫画を活

用することで実践場面をイメージした理解を促進できる」と仮説を立てた。また、副次的

ではあるが、凌が提示するような漫画教材の学習上のメリットも享受できると予想した。 

仮説をもとに、学習用事例漫画を作成し、社会福祉士養成課程の大学生向けの講義でア

プローチ学習の導入に使用した。漫画の効果を検討するために、受講生へのアンケートを

実施し、漫画制作時の工夫と比較した。 

３．倫理的配慮 

アンケート調査は、日本社会福祉学会の研究倫理規定を踏まえた倫理的配慮の下に実施

した。受講生に対し、アンケートの結果は成績に影響しない旨、データは分析前に全て匿

名化される旨、研究結果発表時にも個人情報の匿名化がなされる旨、を口頭及び文書で伝

えた。なお、本研究の実施にあたり、COI 関係にある企業や団体等はなかった。 

４．研 究 結 果 

・学習用事例漫画の開発

学習用事例漫画の開発は、【ケーススタディ用事例の調査→ストーリー作り→漫画制作】

の過程を経た。まずは川村 2020 を含む複数の事例集や教本を調査し、各アプローチの典
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型例を抽出した。その内容を基に架空のケースを作成し、ストーリー化、漫画化した。漫

画の制作作業も筆者自身が行った。 

学習用事例漫画の制作にあたっては、①労力が少なく読める②講義の理解を助ける③誤

解や混同を防ぐ④記憶の定着を助ける⑤活用場面をイメージさせる⑥ケースを身近に感じ

させる⑦学習に対する抵抗感を減らす、といった観点から工夫を検討した。具体的には、

簡潔な内容にする、時系列を一方向で描写する、図解を使う、解釈が分かれる演出をしな

い、身近なクライエント像を設定する、楽しい印象の漫画とする、といった工夫を施した。 

・学習用事例漫画の活用 

 開発した学習用事例漫画は、受講生に配布し、授業の冒頭に各自で読むよう促した。そ

の後、漫画に対して簡単なコメントを加え、知識伝達主体の授業を行った。 

 講義が全て終了した後、受講生へのアンケートを実施した。質問は i 漫画を理解できた

か ii 漫画に講じた工夫の効果を実感できたか iii 学習用事例漫画は必要か iv 自由記述、

であった。回答者総数は 20 名だった。 

 質問 i では、80％の受講生が漫画の内容を理解できたと回答した。質問 ii では、漫画制

作時の観点①②⑤⑥に対して肯定的な回答は 70％以上だったが、観点③④⑦に対しては

45％以下にとどまった。学習用事例漫画の必要性は、全ての受講生が必要だと回答し、そ

のうち 75％は必要性を強く感じると回答した。質問 iv の 9 名全員が事例漫画を好意的に

評価し、特に活用場面のイメージが明確になる点を評価する記述が多かった。 

５．考 察 

 今回開発した学習用の事例漫画は、文書よりも読みやすい形で事例を提示し、ソーシャ

ルワーク・アプローチの具体的な実践をイメージさせ、学習を補助する役割を担うことが

できた。この結果は、松山 2013 や土屋 2022 の結論を支持することに加えて、川村 2020

式のソーシャルワーク・アプローチ学習で事例漫画が有効な教材になる可能性を示唆して

いる。しかし、仮説が確かめられた一方で、副次的に期待された効果は、はっきりとは確

認できなかった。これは効果測定の方法が適切でなかったおそれがある。 

工夫や効果測定のさらなる検討と、より有用な学習用事例漫画開発を今後の課題とする。 
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